
R03B4_4評価事例 

観点別学習状況の評価（Ａ～Ｃ）の事例とその評価基準 

 

１ 学校の実情 

対象は，１年生の生徒である。総合学科であるが，１年次は普通科と同等のカリキュラムに取り組ん

でいる。落ち着いた状況で学習ができており，標準的な学力を有している。対話的な学習に対して，前

向きさをもって取り組む生徒が比較的多い。 

 

２ その観点で行おうとした理由 

本時は，中単元の最初に設定した授業である。本来，主体的に学習に取り組む態度は中単元の後半か

ら最後の振り返りの時間に評価することが望ましいが，ここでは，これまでに学習した中単元の内容と

の関わりや今後の学びに対する意欲を評価することで，ヒトのからだの調節について見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしているかを見取れるのではないかと考えた。 

 

３ 評価基準 【主体的に学習に取り組む態度】 

①の評価 

Ａ ヒトのからだの調節について，既習事項（ＡＴＰや細胞の呼吸等）と関連付けて運動前後の変

化を考えることができている。 

  Ｂ ヒトのからだの調節について，運動前後の変化を考えることができている。 

  Ｃ ヒトのからだの調節について，運動前後の変化を考えることができていない。 

  ※Ｃの場合は，再度考える時間を設けたり，別途気付かせたいポイントを示したワークシートを提

示したりして，運動前後の変化を考えることができるように個別に支援する。 

②の評価 

  Ａ ヒトのからだの調節について，新たな疑問をもつことができており，かつその予想も具体的に

立てることができている。 

  Ｂ ヒトのからだの調節について，新たな疑問をもつことができている。 

  Ｃ ヒトのからだの調節について，新たな疑問をもつことができていない。 

※Ｃの場合は，再度考える時間を設けたり，別途気付かせたいポイントを示したワークシートを提

示したりして，新たな疑問を考えることができるように個別に支援する。 

 

４ 生徒の評価事例 

ここでは，ワークシートの記

述を分析することにより，評価

を行う。 

 ＜ワークシートの例＞  
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(1) ①の評価 

   ワークシートの［考察］②と［＋α探究］における記述内容で評価する。 

●［考察］②の場合 

【評価Ｂの例】  

脈拍数の変化が心臓の拍動によるものと

いうことに気が付いているが，理由におい

て既習事項と関連付けされた記述ができて

いない。このことから，「おおむね満足で

きる」状況（Ｂ）と判断できる。 

 

【評価Ａの例】  

脈拍数の変化が心臓の拍動によるものと

いうことに気が付いているとともに，その

理由を既習事項のＡＴＰに関連付けること

ができている。このことから，「十分満足

できる」状況（Ａ）と判断できる。 

 

【評価Ｃの例】 

脈拍数の変化が心臓の拍動の変化によるものということに気が付いているが，理由を考えよ

うとしていない。このことから，「努力を

要する」状況（Ｃ）と判断できる。 

 

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手だて】 

未記入の生徒へは，再度考える時間を設け，粘り強く取り組む姿勢を求める。考えをうまく

まとめることができない場合は，他の生徒や教師と対話しながら考えをまとめることができる

ように支援する。 

 

●［＋α探究］の場合 

【評価Ｂの例】 

運動前後における足の変化に気が付いているが，理由において既習事項と関連付けされた記

述ができていない。このことから，「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）と判断でき

る。 

 

【評価Ａの例】  

運動前後における喉が渇くということに

気が付いているとともに，その理由を既習

事項の細胞の呼吸に関連付けて考えること

ができている。このことから，「十分満足

できる」状況（Ａ）と判断できる。 

 

変化場所 理由 

心臓 
運動をして，血流がよくなったから。 

また，呼吸が早くなったから。 

変化場所 理由 

心臓の 

筋肉 

筋肉を収縮するために，筋肉の細胞で

より多くのエネルギー（ＡＴＰ）を消費し

たから。 

変化場所 理由 

心臓 未記入 

場所 変化 理由 

足 重く感じた。 筋肉を使ったから。 

場所 変化 理由 

喉 少し渇いた。 

細胞の呼吸などに必

要な水分が使われて

足りなくなったから。 
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【評価Ｃの例】 

運動前後における足の変化に気が付いているが，理由が稚拙で深く考えようとしていない。

なぜたくさん足を動かすと疲れるのかまで

踏み込んで考えさせたい。このことから，

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断でき

る。 

 

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手だて】 

未記入の生徒へは，再度考える時間を設け，粘り強く取り組む姿勢を求める。稚拙な記述の

生徒へは，教師と対話しながらもう少し深いところまで考えることができるように支援する。 

 

 

(2) ②の評価 

   ワークシートの［課題発見］における記述内容で評価する。 

【評価Ｂの例】  

新たな課題の発見をすることができてい

るが，具体的な予想を立てることができて

いない。このことから，「おおむね満足で

きる」状況（Ｂ）と判断できる。 

 

【評価Ａの例】  

新たな疑問をもつことができており，か

つその予想も具体的に立てることができて

いる。このことから，十分満足できる」状

況（Ａ）と判断できる。 

 

【評価Ｃの例】 

今回の実験内容や考察とは関連のない疑

問を提示しており，ヒトのからだの調節に

ついて考えることができていない。このこ

とから，「努力を要する」状況（Ｃ）と判

断できる。 

 

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手だて】 

未記入の生徒へは，再度考える時間を設け，粘り強く取り組む姿勢を求める。うまく疑問点

を見いだすことができない場合は，他の生徒や教師と対話しながら考えをまとめることができ

るように支援する。 

 

 

場所 変化 理由 

足 疲れた。 たくさん動かしたから。 

疑問 予想 

なぜ意識していなくて

も体に変化が起こる

のか。 

意識していなくても勝手にそ

うなるようになっているのか

もしれない。 

疑問 予想 

速く脈拍が落ち着く

人は，他の人と何が

違うのか。 

呼吸の速度や心臓の拍動の

強さが関係している？ 

疑問 予想 

どうして利き手が右と

左で違う人がいるの

か。 

未記入 


